
R5後-041A01-表紙 

令和５年度 後期 ビジネス・キャリア検定試験 

生産管理分野 

２級 生産管理プランニング 

試 験 問 題 
（18ページ） 

１．試験時間 110分 

２．注意事項 

(１) 試験問題は、係員の指示があるまで開かないでください。

(２) 表紙に記載されている試験区分名が、受験票に記載されている試験区分名と同じか確認してください。

申請している試験区分と異なる試験区分を受験した場合は採点できず、不合格となりますので、ご注意く

ださい。なお、試験開始後に申し出られても、試験時間の延長はできません。

(３) 試験問題は、40題あります。

(４) 試験問題の配点及び合格基準は、次のとおりです。

（配  点）問題１～問題40  各2.5点  合計100点 

（合格基準）試験全体として概ね60％以上の正答。 

(５) 関係法令、会計基準、ＪＩＳ等の各種規格等に基づく出題については、問題文中に断りがある場合を除

き、令和５年11月１日時点で施行されている内容に基づくものとします。

(６) マークシート（解答用紙）には、①試験区分名、②氏名、③座席番号、④受験番号、⑤生年月日を正確

に記入してください。なお、受験番号の最後の桁は、アルファベットですので、数字と間違えないように

注意してください。

(７) マークシートにマークする際には、ＨＢ又はＢの黒鉛筆又はシャープペンシルのいずれかで、はっきり

とマークしてください。それ以外は使用しないでください。なお、訂正する場合は、採点の際にマーク

シートの誤読の原因となることがありますので、きれいに消してください。

(８) マークシートには、所定の事項以外は絶対に書き込まないでください。なお、計算等が必要な場合は、

問題用紙の余白又は裏面を使用してください。

(９) マークシートにはア～オまでマークする欄があります。問題番号及び問題文に従って正解と思われるも

のを１つだけ選んで間違えないようにマークしてください。

(10) 試験問題の内容に関する質問には、一切お答えできません。

(11) 試験中にトイレへ行きたくなった場合は、黙って手を挙げて係員の指示に従ってください。

(12) 試験終了時刻前に解答が済み、退出する場合は、黙って手を挙げて係員の指示に従ってください。ただ

し、試験開始後30分間及び終了前10分間は、退出できません。なお、退出する場合は、周りの受験者に配

慮して、静かに退出してください。

(13) 試験終了の合図があったら速やかに筆記用具を置き、係員の指示に従ってください。

(14) 試験終了後、マークシートを必ず提出してください。ただし、試験問題は、持ち帰ることができます。

なお、マークシートが提出されていない場合は、失格となります。

(15) 替え玉受験、試験中に受験者間で情報を授受する行為、指定されたもの以外のものを机上に置く行為、

カンニング行為、他の受験者の迷惑となる行為、係員の指示に従わない場合などは、不正行為とみなされ

ます。不正行為とみなされた場合は、直ちに退場となり、当該期に受験する試験区分のすべてが失格とな

ります。

(16) 試験問題の転載、複製などを固く禁じます。

(17) 試験終了後の正解表の公表、合格発表等のスケジュールは、受験票に記載しておりますので、ご確認く

ださい。
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 R5後-041A01-1 

問題１ 製品企画の目的に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．短期の利益目標の達成に重点をおくこと。 

 イ．顧客にとって高い価値を提供すること。 

 ウ．できるだけ低いコストで価値の提供を実現すること。 

 エ．競合企業に対する優位性を確保すること。 

オ．製品開発を通じて、企業の存続や社会貢献を実現すること。 

 

 

問題２ ＰＰＭ分析に関する記述として最も適切なものは、次のうちどれか。なお、ＰＰ

ＭはProduct Portfolio Managementである。 

 

 ア．市場の成長率が高く参入も多い市場では、問題児になるリスクが低いので、迅速に

投資の決断をする必要がある。 

 イ．負け犬は、現在の収益は低いが、直ちにシェア拡大の施策を行う必要がある。 

 ウ．金のなる木は、市場の競争を勝ち抜いて生き残った事業で、フリーキャッシュフロ

ーが最も多い。 

 エ．花形製品は、収益率は低いが、フリーキャッシュフローは多い。 

 オ．花形製品は、市場成長率が高まるにつれて金のなる木に成長する。 
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 R5後-041A01-2 

問題３ 下図は、ナレッジマネジメントにおけるＳＥＣＩプロセスを図式化したものであ

る。マトリクスの中の４つの知識変換モードＡ～Ｄの説明［ａ群］と、周辺にあ

るＡ～Ｄの矢印に係る（ ① ）及び（ ② ）に入る変換プロセスの組合せ

［ ｂ 群 ］ と し て 最 も 適 切 な も の は 、 次 のう ち ど れ か 。 な お 、Ｓ Ｅ Ｃ Ｉ は

Socialization Externalization Combination Internalizationである。 

 

 

  

Ａ 

共同化 

Ｂ 

表出化 

Ｄ 

内面化 

Ｃ 

結合化 

 

 

［ａ群］ 

１．個人的意見をブレイン・ストーミングなどで理解し合う。 

２．知識創造の最も重要な鍵を握っている。リーダーの豊かな比喩的言語や想像力 

が重要な要素である。 

  ３．物語を通した追体験や行動による学習を通じて促進される。 

  ４．ミドルマネージャーが企業ビジョン、事業コンセプト、製品コンセプトなどを分

析し具体化する際によくみられる。 

   

［ｂ群］ 

  Ⅰ－①：暗黙知  ②：暗黙知 

  Ⅱ－①：暗黙知  ②：形式知 

  Ⅲ－①：形式知  ②：暗黙知 

  Ⅳ－①：形式知  ②：形式知 

 

ア．Ａ：２、Ⅰ  Ｂ：４、Ⅲ  Ｃ：３、Ⅳ  Ｄ：１、Ⅱ 

イ．Ａ：１、Ⅰ  Ｂ：２、Ⅱ  Ｃ：４、Ⅳ  Ｄ：３、Ⅲ 

ウ．Ａ：２、Ⅱ  Ｂ：１、Ⅳ  Ｃ：３、Ⅰ  Ｄ：４、Ⅲ 

エ．Ａ：４、Ⅳ  Ｂ：２、Ⅱ  Ｃ：１、Ⅲ  Ｄ：３、Ⅰ 

オ．Ａ：１、Ⅰ  Ｂ：２、Ⅱ  Ｃ：３、Ⅳ  Ｄ：４、Ⅲ  

 

（ ① ） 

（ ① ） 

（ ① ） 

（ ① ） （ ② ） 

（ ② ） 

（ ② ） 

（ ② ） 
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問題４ 製品仕様の決定から量産までの流れの中で、構想設計段階に該当する＜内容＞と

して最も適切な組合せは、次のうちどれか。 

 

 ＜内容＞ 

  ①設計仕様を作成する。 

  ②全工程で少量の生産を行い、生産準備が整ったかどうかを評価する。 

  ③機能構造の個々について機械設計、電気設計、ソフトウェア設計などの機能別設計

を行う。 

 ④製品全体の機能解析を行い、要求仕様を満たす機能構造を構築する。 

  ⑤製品のもつべき機能、デザイン・寸法・重量に対する条件、製品の使用環境につい

ての条件などを決定し、仕様としてまとめる。 

 ⑥多くの部門・設計者がかかわるため、日程・コスト・品質管理が重要となる。 

  ⑦顧客ニーズ、目標コスト、安全・環境面からの評価を行う。 

  ⑧調達部品の仕様の決定、製造に必要な設備・治工具・製造用資料の手配・作成を行

う。 

 

 ア．①  ③  ⑦ 

 イ．①  ④  ⑦ 

 ウ．②  ③  ⑧ 

 エ．③  ⑤   ⑥ 

オ．④  ⑤  ⑧ 

 

 

問題５ 設計管理と分析に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。なお、

ＣＳはCustomer Satisfaction、ＱＦＤはQuality Function Deploymentである。 

 

 ア．ＣＳ分析とは、企業側の思惑どおりに売上が伸びない場合、その原因を探り、顧客

に満足を感じさせるように、どの要素の改善に力を入れるべきかを分析する手法であ

る。 

 イ．ＱＦＤは、新製品の開発段階からの品質保証にも有効である。 

 ウ．品質表は、品質特性展開表を横軸に配置し、要求品質展開表を縦軸に配置し、マト

リックスの形で示したものである。 

 エ．業務機能展開は、要求品質を品質特性に変換し、製品の設計品質を定め、各機能部

品、個々の構成部品の品質及び工程の要素に展開する方法である。 

オ．ＱＦＤの３原理とは、細分化・統合化の原理、多元化・可視化の原理及び全体化・

部分化の原理である。 
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 R5後-041A01-4 

問題６ 受注生産形態の生産財メーカーが陥りやすい問題に関する記述として最も不適切

なものは、次のうちどれか。 

 

ア．顧客の要求仕様に忠実に設計しようとするあまり、流用設計がうまく行われず、コ

ストが上昇する場合がある。  

イ．標準リードタイムのデータが整備されていない場合は、納期遅れが発生する場合が

ある。 

ウ．標準原価のデータが整備されていない場合は、原価見積りの精度が低く、採算が悪

化する場合がある。 

エ．顧客の多様な要求に対応しようとするあまり、製品在庫を大量に抱えてしまう場合

がある。 

オ．営業部門が顧客の詳細なニーズを設計部門に正確に伝えられず、手戻りやクレーム

の発生につながる場合がある。 

 

 

問題７ ＣＡＥ導入の期待効果に関する記述として不適切なものは、次のうちどれか。な

お、ＣＡＥはComputer Aided Engineeringである。 

 

ア．ＣＡＥを導入すれば、設計途中において、寸法や重量の測定ができることから、手

計算の手間が省ける。 

イ．ＣＡＥを導入すれば、従来の机上計算で、予測困難であった製品形状からもたらさ

れる性能予測ができる。 

ウ．ＣＡＥを導入によって、試作をしない又は試作回数の削減が可能となることから、

開発費の削減や開発リードタイムの短縮ができる。 

エ．ＣＡＥを導入すれば、対象に関する原因と結果だけでなく、途中経過を理解するこ

とが可能になる。 

オ．製品の設計企画における要求性能に対し、ＣＡＥでのシミュレーション機能を使っ

て最適な設計条件を求めることができる。 

 

 

問題８ 知的財産権に関する記述として最も適切なものは、次のうちどれか。 

 

ア．秘密として管理されている生産方法や販売方法は、不正競争防止法で保護される。 

イ．意匠制度は、商品や役務について自他の識別力を保護する制度である。 

ウ．実用新案権は、物品の形状や構造などを保護することに加え、方法の考案も保護対

象に含んでいる。 

エ．商標制度は、物品の美的外観を保護する制度である。 

オ. 意匠権の存続期間は、出願の日から30年をもって終了する。 
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問題９  以下の設計の標準化として行われている標準数に関する記述において、

（ Ａ )～（ Ｄ ）に当てはまる＜語句＞の組合せとして最も適切なものは、

次のうちどれか。 

 

設計の際に、設計値を系列的で合理的な（ Ａ )から選ぶならば、設計工数の短縮

や部品の（ Ｂ ）の向上、標準的な原材料や工具などの使用、標準化が容易になるな

どの効果がある。 

すなわち標準数とは、工業標準化・設計などにおいて数値を定める場合に、選定の

基準として用いる数値であり、10の正又は負の整数のべき（累乗）を含み、（ Ｃ ）

がそれぞれ 、 、 、 及び である（ Ｄ ）の各項の値を実用上便

利な数値に整理したものである。これらの（ Ａ ）をＲ5、Ｒ10、Ｒ20、Ｒ40、Ｒ80

の記号で表している。 

 

＜語句＞ 

１．数式 

２．数列 

３．互換性 

４．多様性 

５．公差 

６．公比 

７．等差数列 

８．等比数列 

 

 ア．Ａ：１  Ｂ：４  Ｃ：６  Ｄ：７ 

 イ．Ａ：１  Ｂ：３  Ｃ：５  Ｄ：８ 

 ウ．Ａ：２  Ｂ：３  Ｃ：６  Ｄ：８ 

 エ．Ａ：２  Ｂ：３  Ｃ：５  Ｄ：７ 

 オ．Ａ：１  Ｂ：４  Ｃ：５  Ｄ：７ 

 

 

問題10 設計難易度の分類に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

ア．設計難易度は、設計者の能力により異なるので、設計者のランク付けに対応して設

定する必要がある。 

イ．類似設計には、一部に縮小・拡大を伴っているが主に類似設計を行うものや、既存

の製品、機構、装置類を組み合わせて類似・流用設計を行うものがある。 

ウ．流用・改造設計には、既存の製品や部品を改造することを目的として行うものや、 

全面又は大部分を既存の製品や部品の組み合わせで行うものがある。 

エ．未経験類似設計とは、基本的には類似設計であるが、対象の製品に対して未経験の

部分があり、主に類似・編集設計を行うものである。 

オ．新規設計では、全面あるいは大部分において、新しい構想で設計する必要がある。 

 

 

 

 

禁転載複製

禁
転
載
複
製



   

 R5後-041A01-6 

問題11 下表は作業Ｊ～Ｍについて、先行作業、標準と緊急の場合の時間と費用、費用勾

配を表したものである。以下のＣＰＭに関する記述の（ Ａ ）～（ Ｅ ）に

当てはまる数字の組合せとして適切なものは、次のうちどれか。なお、ＣＰＭは

Critical Path Methodである。 

 

作業 先行作業 
標準 緊急 

費用勾配 
時間(日) 費用(万円) 時間(日) 費用(万円) 

Ｊ － ２ 10 ２ 10 － 

Ｋ － ５ ５ ３ 15 ５ 

Ｌ Ｊ １ ３ １ ３ － 

Ｍ Ｊ、Ｋ ２ ２ １ ４ ２ 

 

時間と費用の関係を求めると右図のよ

う に な り 、 標 準 の 場 合 は 日 数 が

（ Ａ ）日、費用が（ Ｂ ）万円と

なる。費用勾配は作業Ｍが作業Ｋより安

いので、まず、作業Ｍの短縮可能な１日

を（ Ｃ ）万円かけて短縮する。さら

に作業Ｋを（ Ｄ ）万円かけて短縮す

ると、総費用を（ Ｅ ）万円かけるこ

とにより４日間でプロジェクトを完成す

ることが可能になる。 

 

 ア．Ａ：５  Ｂ：20  Ｃ：４  Ｄ：４  Ｅ：32 

 イ．Ａ：５  Ｂ：32  Ｃ：４  Ｄ：10  Ｅ：27 

 ウ．Ａ：７  Ｂ：20  Ｃ：２  Ｄ：10  Ｅ：32 

 エ．Ａ：５  Ｂ：20  Ｃ：４  Ｄ：４  Ｅ：27 

 オ．Ａ：７  Ｂ：32  Ｃ：２  Ｄ：10  Ｅ：32 
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問題12 以下の生産計画から購買指示へ出力される管理情報に関する記述において、

（ Ａ ）～（ Ｄ ）に当てはまる用語の組合せとして最も適切なものは、次

のうちどれか。 

 

  生産計画を立案するにあたって、需要予測や受注情報をもとに、（ Ａ ）を作成す

る。その後、製造現場の生産能力の観点から、（ Ｂ ）を並行して行うことにより

（ Ｃ ）が実行可能なように調整する。 

  生産計画が決まり、先の（ Ａ ）で決定された最終製品の品目と生産時期に対応し

て、（ Ｄ ）を設定する。 

 

 ア．Ａ：基準生産計画  Ｂ：手順計画   Ｃ：工数計画   Ｄ：資材所要量 

 イ．Ａ：手順計画    Ｂ：中日程計画  Ｃ：工数計画   Ｄ：小日程計画 

 ウ．Ａ：基準生産計画  Ｂ：工数計画   Ｃ：手順計画   Ｄ：小日程計画 

 エ．Ａ：手順計画    Ｂ：中日程計画  Ｃ：小日程計画  Ｄ：資材所要量 

オ. Ａ：基準生産計画  Ｂ：工数計画   Ｃ：小日程計画  Ｄ：資材所要量 
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問題13 以下のＭＲＰシステムの運用方法に関する＜説明＞と＜用語＞の組合せとして最

も適切なものは、次のうちどれか。 なお、ＭＲＰは Material Requirements 

Planningである。 

 

 ＜説明＞ 

１．基準生産計画が、生産能力の観点から実行可能であるかどうかを検討するために、

特に問題になりそうな主要工程・主要品目・特定設備などに焦点を当てて、生産能

力を検証する。 

２．現場管理をすることであり、製造現場に対する作業分配の管理業務である。また、

作業実績や在庫状況などを逐次とらえて、作業順序の変更、指示の再調整を行って

いく。 

３．生産計画システムの上位に位置し、周辺の各種計画、例えば人員計画、設備計画、

在庫計画、そして需給マネジメントからのインプットを受けて、次の６ヵ月から長

くて18ヵ月にわたる計画期間の生産量の大枠を決定する。 

４．製造現場における仕掛りの状況や、現状の保有能力を考慮しながら、負荷変動が

大きくならないようにタイミングを調整して、このうち当面着手しなければならな

いオーダーを選び、製造現場にその確定オーダーを生産指示したり、調達先に納入

指示をする。 

 

＜用語＞ 

Ａ. プライオリティ・コントロール 

Ｂ. 総合生産計画 

Ｃ. プライオリティ・プランニング 

Ｄ. キャパシティ・コントロール 

 

 ア．１：Ｂ  ２：Ａ  ３：Ｃ  ４：Ｄ 

 イ．１：Ｂ  ２：Ｄ  ３：Ｃ  ４：Ａ 

 ウ．１：Ｃ  ２：Ａ  ３：Ｂ  ４：Ｄ 

 エ．１：Ａ  ２：Ｄ  ３：Ｂ  ４：Ｃ 

 オ．１：Ｃ  ２：Ｄ  ３：Ｂ  ４：Ａ 

 

 

問題14 生産情報システムにおいて、生産計画に必要な情報に関する記述として最も不適

切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．小日程計画の入力情報には、進度表、余力表が含まれる。 

 イ．工数計画の出力情報には、人員計画、設備計画が含まれる。 

 ウ．中日程計画の入力情報には、作業標準、治工具計画、材料計画が含まれる。 

 エ．製品設計の出力情報には、設計図、仕様書が含まれる。 

 オ．大日程計画の入力情報には、受注情報、総合余力表が含まれる。 
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問題15 日程計画に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．小日程計画では、内製品や外注品の所要量と調達時期を調整する。 

 イ．大日程計画では、利益目標、販売計画に基づいた基本的な生産計画を立案する。 

 ウ．基準日程計画によって各工程での仕事の着手日と完了日を決めることができ、工数

計画と日程計画が並行して進められる。 

 エ．中日程計画の計画期間は１ヵ月から３ヵ月で、計画サイクルは週から月、計画単位

は日から週が一般的である。 

 オ．受注生産で大型製品など納期が長い場合は、基本設計と見積資料に基づいて工数や

材料の所要量、業務別日程を概算し、大日程計画を立案することがある。 

 

 

問題16 手順計画と製品の部品展開に関する（ Ａ ）～（ Ｄ ）に当てはまる＜用語＞

      の組合せとして最も適切なものは、次のうちどれか。 

 

  手順計画では、一般的には生産技術部門が担当し、製品や部品の設計図及び設計仕様

に基づき、まず、生産システムにおける設備・機械及び治工具などの（ Ａ ）を策定

する。次に、適切な作業方法や作業手順に向けて（ Ｂ ）を作成する。 

  製品を製造するための工程や作業の手順を計画するためには、製品を構成する個々の

部品について、部品それぞれを組み立てる手順を決める必要がある。そのためには、製

品の部品構成を把握する必要があり、（ Ｃ ）を作成することが求められる。その際、

部品構成と組立順序がわかる（ Ｄ ）の（ Ｃ ）を用いることが多い。 

 

＜用語＞ 

１．作業計画 

２．部品構成表 

３．工程表 

４．工程計画 

５．ストラクチャー型 

６．サマリー型 

 

 ア．Ａ：１  Ｂ：４  Ｃ：３  Ｄ：６ 

 イ．Ａ：４  Ｂ：１  Ｃ：２  Ｄ：５ 

 ウ．Ａ：４  Ｂ：１  Ｃ：３  Ｄ：６ 

 エ．Ａ：３  Ｂ：４  Ｃ：２  Ｄ：６ 

 オ．Ａ：３  Ｂ：１  Ｃ：４  Ｄ：５ 
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問題17 工数計画に関する記述として適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．負荷工数＝１個当たりの標準時間×一定期間内の必要生産量÷適合品率 

 イ．余力＝生産能力＋負荷工数 

 ウ．機械の生産能力＝実働時間×機械台数÷（１－故障率） 

 エ．負荷工数＝（１個当たりの標準時間×一定期間内の必要生産量）－（段取回数×平

均段取時間） 

 オ．作業者の生産能力＝実働時間÷稼働率×作業者数 

 

 

問題18 プロセス型生産における連続生産又はバッチ生産の特徴について述べた以下の 

＜説明＞の中で、連続生産に関する説明の組合せとして最も適切なものは、次の

うちどれか。  

   

 ＜説明＞ 

①．原料の供給と製品の排出が連続である。 

②．常に非定常な状態である。 

③．多種少量生産に向いている。 

④．定常運転時は装置の運転条件（温度、圧力、流量）が一定である。 

⑤．原料の供給から排出までを１サイクルとして繰り返し生産する。 

⑥．自動化に比較的適している。 

 

 ア．①  ④  ⑤    

イ．①  ④  ⑥   

 ウ．②  ④  ⑥    

エ．②  ③  ⑤   

オ. ②  ⑤  ⑥   
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問題19 マテリアルバランスの計算手順に関する記述における図中のＡ～Ｄと＜手順の項

目＞との組合せとして最も適切なものは、次のうちどれか。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜手順の項目＞ 

  １．各成分のマテリアルバランスの計算 

  ２．各流れの流量、組成など未知データの明確化 

  ３．各流れの流量、組成など既知データの記入 

  ４．各成分のマテリアルバランスの式の組み立て 

 

ア．Ａ：１  Ｂ：３  Ｃ：２  Ｄ：４ 

 イ．Ａ：２  Ｂ：３  Ｃ：４  Ｄ：１ 

 ウ．Ａ：４  Ｂ：３  Ｃ：２  Ｄ：１ 

 エ．Ａ：３  Ｂ：２  Ｃ：４  Ｄ：１ 

 オ．Ａ：３  Ｂ：２  Ｃ：１  Ｄ：４ 
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問題20 プロダクトミックスに関する以下の記述における（ Ａ ）～（ Ｄ ）に入る

語句の組合せとして適切なものは、次のうちどれか。 

 

プロダクスミックスは、生産のための（ Ａ ）が、生産に必要な需要量と比較し

て（ Ｂ ）する場合、利益率が異なる複数の製品を制約条件の中で、（ Ｃ ）製品

や商品の生産へ資源を割り当てていくことで（ Ｄ ）の最大化を図る方法である。 

 

 ア．Ａ：資源  Ｂ：超過  Ｃ：売上額が大きい  Ｄ：売上 

 イ．Ａ：資材  Ｂ：不足  Ｃ：売上額が大きい  Ｄ：売上 

 ウ．Ａ：資源  Ｂ：不足  Ｃ：貢献利益が高い  Ｄ：利益 

 エ．Ａ：資材  Ｂ：超過  Ｃ：貢献利益が高い  Ｄ：利益 

オ．Ａ：資源  Ｂ：不足  Ｃ：売上額が大きい  Ｄ：売上 

 

 

問題21 工程編成に関する生産形態別の特徴として最も適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．変種変量生産における工程編成では、製品別に設置する固定配置による生産が最も

柔軟性がある。 

 イ．多種少量生産における工程編成では、同一品種の連続生産を効果的にするためにラ

イン生産が採用される。 

 ウ．大型製品の単品生産における工程編成では、類似する加工機能をまとめた機能別工

程配置が望ましい。 

 エ．少種多量生産における工程編成では、製品品種の変動に対応するためにグループ編

成による生産が多い。 

 オ．中種中量生産における工程編成では、品種の変動に対応できる融通性のある配置を

工夫する。 

 

 

問題22 ライン編成に関する記述として最も適切なものは、次のうちどれか。 

 

ア．各作業ステーションに割り付けた要素作業の合計時間を求め、それらの平均時間

をサイクルタイムとする。 

イ．ライン全体の能力に対する各作業ステーションの手待ち時間の合計の割合を、ネッ

クタイムという。 

ウ．一般に作業ステーション数は、サイクルタイムを総作業時間で除し、小数点以下を

切り上げた整数値として求める。 

エ．総作業時間に対する手待ち時間の合計の割合を組余裕率といい、次式で求められる。 

組余裕率＝各作業ステーションの手待ち時間の合計÷総作業時間 

オ．編成効率は、ライン全体の能力を分母として、次式で求められる。 

編成効率＝総作業時間÷（バランスロス×作業ステーション数） 
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問題23 工場レイアウトを具体的に計画する際に、検討すべき項目とその説明として不適

切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．安全性は、通路や階段の位置やモノの置き方などにおいて、危険性を減らすことで

ある。 

 イ．経済性は、設備や運搬機器の台数などの設定において、低コストを目指すことであ

る。 

 ウ．弾力性は、生産条件の変更などに適応して、容易にレイアウトの更新が可能である

ことである。 

 エ．移動性は、加工・組立の設備トラブルへの対応時などにおいて、故障した設備の移

動が容易であることである。 

オ．作業性は、作業者のムリ・ムダ・ムラをなくし、適正人員で生産できるようにする

ことである。 

 

 

問題24 設備管理の意義に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。なお、

ＰＥはProject Engineering、ＰＭはProductive Maintenanceである。 

 

ア．設備管理の領域には、設備投資計画から建設・設置段階までのＰＥと、運転・保全

段階のＰＭがある。 

イ．設備管理は、設備の計画、設計、製造、調達から運用、保全を経て廃棄・再利用に

至るまで、設備を効率的に活用するための管理である。 

ウ．設備管理の目標は、経済的側面と技術的側面との調和がとれた活動により達成され

る。 

エ．有形固定資産の設備には、機械及び装置、車両運搬具等が含まれるが、工具は含ま

れない。 

オ．機械は多くの部品から構成されているので、その一部でも故障すると、設備全体と

しての本来の機能を果たせなくなる。 

 

 

問題25 集中保全と分散保全（部門保全）との比較に関する記述として最も適切なものは、

次のうちどれか。 

 

ア．集中保全は、分散保全より、製造現場の状況に応じて迅速かつ的確に保全作業が行

える。  

イ．分散保全は、集中保全より、保全活動に関する責任の所在が明確になる。  

ウ．分散保全は、集中保全より一般に保全用の設備や工具、資材等の所要量が少なくて

済むメリットがある。 

エ．集中保全は、分散保全より、全ての製造職場を対象とした重点保全の考え方を実現

することは難しい。 

オ．設備全般に関する高度な保全技術が必要な場合には、集中保全は分散保全より高度

な保全技術の向上に適している。 
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問題26 設計品質に関する記述として不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．品質特性の水準を上げるためには、技術開発や設計レベルを向上させる必要がある。 

 イ．設計品質では、要求品質を満たすだけでなく、安定的に製造できることが重要であ

る。 

 ウ．設計品質は、製品が顧客に渡って実際に使用したときの品質であり、適合品質とも

呼ばれる。 

 エ．設計品質では、製造コストを下げるために、ＶＥなどによる手法で原材料を検討す

る。 

 オ．設計品質では、自社の技術水準や機械・設備の能力を把握し、品質目標を設定する。 

 

 

問題27 平均値が25.0、標準偏差が2.0という品質特性をもつ生産工程で、下限規格値が

19.0に設定されているとき、工程能力指数として最も近い値は、次のうちどれか。

なお、この工程には上限規格値は設定されていない。 

 

 ア．0.5 

 イ．1.0 

 ウ．1.5 

 エ．2.0 

オ．3.0 

 

 

問題28 管理図に関する記述として適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．不適合品率のような低い値が良いという特性値の場合には、上方管理限界線だけを

設定する。 

 イ．管理図の主な目的は、品質特性が規格値内にあるかどうかを判定することである。 

 ウ．管理図にプロットした点が管理限界線内にあれば、工程は管理状態にあるといえる。 

 エ．管理限界線は、避けられる変動と避けられない変動を区分するために設定する。 

 オ．ｐ管理図は、データが計量値の場合に適用される。 

 

 

問題29 品質保証体系における各部門とその役割として最も不適切なものは、次のうちど

れか。 

 

ア．販売部門  ：顧客ニーズの把握と伝達、満足度の調査 

 イ．出荷部門  ：誤配送の防止のための倉庫・出荷管理  

 ウ．品質保証部門：検査規格の設定、計画の検証と不適合に対する是正勧告 

 エ．設計部門  ：工程での品質の作り込み、作業管理 

オ．購買部門  ：購入先・外注先の選定及び品質指導 
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問題30 原価管理の体系を表す包括的な活動の組合せとして最も適切なものは、次のうち

どれか。 

 

 ア．原価見積―原価企画―原価改善 

 イ．原価見積―原価企画―原価維持 

 ウ．原価改善―原価維持―財務諸表作成 

 エ．原価企画―原価維持―財務諸表作成 

 オ．原価企画―原価改善―原価維持 

 

 

問題31 標準原価に関する記述として不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．標準原価は、１単位当たりの実際原価の合計値に予定生産量を乗じて算定される。 

 イ．標準原価には、具体的な原価数値目標を示す役割がある。 

 ウ．標準原価には、実際原価との比較による問題点を摘出する役割がある。 

 エ．標準原価の利用を通して、原価を迅速に把握できる。 

 オ．標準原価の利用を通して、部門業績を評価できる。 

 

 

問題32 固定費調整において、直接原価計算方式による当期利益をＸ（円）、期首棚卸品

に含まれる固定費をＹ（円）、期末製品に含まれる固定費をＺ（円）とするとき、

全部計算方式による当期利益の算出式として適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア． Ｘ － Ｙ － Ｚ 

 イ． Ｘ ＋ Ｙ ＋ Ｚ 

 ウ．–Ｘ ＋ Ｙ ＋ Ｚ 

 エ． Ｘ － Ｙ ＋ Ｚ 

 オ．–Ｘ ＋ Ｙ － Ｚ  

 

 

問題33 機能別物流コストに関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．保管費は、材料や部品、製品などを保管する費用である。 

 イ．物流管理費とは、組立工程の一部である流通加工にかかわる費用である。 

ウ．包装費は、梱包資材、梱包作業などにかかわる費用である。 

 エ．情報処理費は、物流を行うための情報にかかわる費用である。 

 オ．輸送費は、物品の輸送にかかわる費用である。 
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問題34 新製品の初期管理における対策に関する記述として最も不適切なものは、次のう

ちどれか。 

 

 ア．新製品の初期管理では、短時間で安定的な生産を実現することが重要である。 

 イ．新製品の製造では、使用する機械・設備や治工具を確実に整備しておくべきである。 

 ウ．新製品の生産に従事する作業者には、作業に適合した標準作業の指導書に基づいて

事前に十分な教育と指導を行なわなければならない。 

 エ．新製品に関する設計では、試作段階で判明した不具合などの各種の改善を反映した

設計図書、仕様書、管理資料などを整備しておく必要がある。 

 オ．生産初期におけるトラブルの管理には、臨時的なプロジェクトチームに任せるので

はなく、常設組織である生産管理部門が責任をもって担当すべきである。 

 

 

問題35 作業ミス防止策としてのポカよけと自動制御に関する記述として最も不適切なも

のは、次のうちどれか。 

 

 ア．監督者は、製品の品質を保証するための作業手順を準備し、作業手順に応じた適切

な作業方法を作業者に指導する必要がある。 

 イ．発生した不適合品が次工程に流れないようにする方策を流れ規制という。 

 ウ．起きてはならないことが発生したあるいは発生しているときには、すぐに機械・設

備を止めて対処する。 

 エ．不適合品の発生につながるような異常が発生した時に、機械・設備の働きや機能を

停止させて不適合を未然に防ぐ方法を、異常停止という。 

オ．不適合品の発生につながるような異常事態やミスが起きたときに合図する発生警報

は、作業を行っている作業者に気づかせる機能をもっている。 

 

 

問題36 余力管理に関する（ Ａ ）～（ Ｃ ）に当てはまる語句の組合せとして最も

適切なものは、次のうちどれか。 

 

余力とは、人や機械・設備の生産能力から、そこに負荷した（ Ａ ）を差し引い

た値である。余力が（ Ｂ ）の値をとる場合は、生産設備や作業者などに遊休が発生

する可能性があり、逆に、余力が（ Ｃ ）の値になる場合は、仕掛品が発生する可能

性がある。 

 

 ア．Ａ：仕事量  Ｂ：プラス   Ｃ：マイナス   

 イ．Ａ：時間   Ｂ：マイナス  Ｃ：プラス   

ウ．Ａ：人員   Ｂ：マイナス  Ｃ：プラス    

エ．Ａ：仕事量  Ｂ：マイナス  Ｃ：プラス    

オ. Ａ：人員   Ｂ：プラス   Ｃ：マイナス   
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問題37 厚生労働省指針で定める労働安全衛生マネジメントシステムに関する記述として

最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

ア．事業者は、システム監査を少なくとも２年に１回行うことが求められる。 

 イ．事業者は、危険性または有害性等の調査の実施と、必要な措置を決定することが求

められている。 

 ウ．事業者は、安全衛生目標を設定して、関係者に周知することが求められている。 

 エ．事業者は、労働安全衛生マネジメントシステムを適切に実施するために人材及び予

算を確保するよう努めることが求められている。 

 オ．事業者は、安全衛生計画を作成し、目標達成への具体的な実施事項、日程等を定め

ることが求められている。  

 

 

問題38 ５Ｓ活動の推進に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれか。 

 

 ア．５Ｓ活動は、全ての仕事の基本をなすものとして多くの企業で導入されている。 

 イ．整頓は、いるものを使いやすく、置きやすく、効率よく置く活動である。 

 ウ．躾
しつけ

は、決めたことを必ず守る活動である。  

 エ．清掃とは、職場、取り扱う機械･設備、治工具をきれいに保持し、かつ清掃を通じ

微欠陥に気づく心を育てる活動である。 

オ. ５Ｓ活動の進め方としては、まず整頓に着手し、見通しがついたところで整理する

というのが標準的である。 

 

 

問題39 環境汚染防止技術の適用に関する記述として最も不適切なものは、次のうちどれ

か。 

 

 ア．硫黄酸化物に対しては、工場のボイラーなどの固定発生源では重油の低硫黄化や排

煙脱硫装置の設置などの対策がある。 

 イ．排ガス中の窒素酸化物に対しては、集じん装置や排煙脱硝装置の設置等の対策があ

る。 

ウ．排水中の汚濁物質に対しては、沈殿、ろ過、中和、イオン交換などの物理化学的方

法や活性汚泥法を代表とする生物化学的方法などの対策がある。 

 エ．騒音に対しては、発生源となる機械を工場敷地境界線から離す、周りに防音壁を設

置するなどの対策がある。 

 オ．振動に対しては、振動を発生する機械と基礎との間に防振ゴムや金属ばねを挿入す

るなどの対策がある。 
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問題40 企業のＣＳＲに関する記述として最も適切なものは、次のうちどれか。なお、Ｃ

ＳＲはCorporate Social Responsibilityである。 

 

ア．ＣＳＲ活動は、国の指導で企業が行う活動であり、持続可能な未来を社会と共に築

いていく活動である。 

イ．環境会計は、環境に係わる費用と効果を定量的に把握、分析したものであるが、研

究開発や社会活動のコストは含まれない。 

ウ．レスポンシブルケアは、放射性物質を扱う企業が自主的に環境・安全面を配慮し、

対策する活動である。 

エ．環境会計は、環境省に報告するために作成する。 

オ．環境省が定めるガイドラインにおける環境報告書の記載内容には、会社概要、経営

理念、活動に係る環境問題への取り組みの計画及び達成状況などがある。 
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